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皆さん、こんにちは。この度は JAL プロジ

ェクトで日本に招待していただき、多くのこ

とを学ばせていただきました。本当にありが

とうございます。 

 

私はアメリカ、ペンシルバニア州ピッツバ

ーグ大学で日本学司書をしておりますグッド

長橋広行と申します。グッドと申しましても、

日本人の両親のもとに東京で生まれた日本人

です。私は両親にもらった広行という名のと

おり、広く行動することに縁が深いようで、

20 歳で北京の夏季語学研修に参加して以来、

世界の様々な国や都市を訪れるようになりま

した。大学 4 年生のときに交換留学生に選ば

れて香港中文大学で 2 年間学び、その間に中

国本土や台湾、そして東南アジア諸国を旅行

しました。卒業後は日中専門商社に勤務し北

京に 1年半駐在しました。そうしたアジアで

の経験の中で、 アメリカという国の影響力を

強さを感じました。アジアをもっと知るには、

一度アメリカを見なければいけない。そうい

う思いから 28 歳で渡米しました。 

 

アジア学の修士号を取得後、縁あって全米

日系人博物館で働き始め、第二次世界大戦中

の強制収容所の展示の解説を翻訳、広報する

ようになり、マイノリティから見るアメリカ

の歴史に多くのことを学びました。南北米諸

国の日系人の共通語が日本語であることから、

博物館を代表してペルーやブラジル、カナダ

の会議に参加することもありました。資料セ

ンターの蔵書をゼロから築き上げる仕事を手

伝っているうちに、司書という仕事に興味を

持ち、もう一度大学院に戻って図書館情報学

の修士号を取得、日本研究者をサポートする

現職に就きました。こうして長い学生生活と

幾つかの職を転々とする間に、気が付くと日

本を除いて 13 ヵ国 114 都市を訪れていました。

そして 16 年間住み慣れたロサンジェルスから

ピッツバーグに引越す際は、妻と 2 人、そし

て犬 1 匹で 1 週間かけてドライブしました。

約 3,900 キロ、10 州をまたぐ旅でした。 

 

 ピッツバーグ大学は 1787 年、日本では松平

定信が老中になり寛政の改革を始めた年に、

ピッツバーグ･アカデミーとして設立されまし

た。設立当初はこのようなアメリカ開拓時代

を象徴するログキャビンが校舎でした。1819
年にウェスターン･ユニバーシティ･オブ･ペン

シルベニアという大学に昇格し、現在に到っ

ています。来年、230 周年を祝うピッツバー

グ大学は、18 世紀に設立され現在も続いてい

るアメリカでも数少ない大学のひとつです。 

 

 スライド番号 6 は現在の大学校舎の一部で

す。真中にあるのが中央図書館のヒルマン図

書館で、左上はフリック美術学部校舎です。

中央上は１枚目でお見せした「学びの聖堂」

の正面入り口にある噴水です。その右は、ケ

チャップで有名なハインツ氏の寄付で建設さ

れたハインツ・メモリアル・チャペルです。

その下は音楽学部、左下は「草競馬」などの

作曲で有名なステファン・フォスター・メモ

リアルです。ステファン・フォスターはピッ

ツバーグの出身で、このメモリアルの中には

彼に関する書籍や楽譜、さらに様々な楽器な

ども収集する図書館があります。 

 

 スライド番号７はフリック美術図書館の内

部です。ニューヨークにあるフィリック・コ

レクションと呼ばれる美術館は、鉄鋼で財を

成したヘンリー・クレイ・フリックの邸宅に

彼の集めた美術品が展示されていますが、ピ

ッツバーグ大学のフィリック美術図書館には、

彼の妻のヘレン・クレイ・フリックが寄贈し

てくださった美術品があります。 

 

 昨年の JAL プロジェクトで本学の日本美術

史を研究する大学院生、キャロライン・ワグ

ーラさんが参加させていただき、ピッツバー

グ大学の美術図書館と東アジア図書館の基本

的な紹介をワークショップでしましたので、

私はビッツバーグ大学図書館が所蔵する日本

美術コレクションを中心にご紹介します。 
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 まず最初は月岡耕漁の『能楽図会』と『狂

言五十番』です。月岡耕漁は 1869 年(明治 2
年)に生まれ、月岡芳年など何人かの日本画家

に学び、『能楽百番』『能楽大鑑』など能画

を得意とした、明治、大正時代に活躍した日

本画家です。本学の『能楽図会』は、先ほど

紹介したヘレン･クレイ･フリック氏からの寄

付をもとに、美術史学科の初代学科長が 1926
年ごろ購入したものだと言われています。全 5
巻の折本に各 50 枚の能画が収められており、

全部で 250 枚のコレクションです。『狂言五

十番』は、月岡耕漁とその娘、月岡玉瀞の共

作で、1 冊の折本に 50 枚がまとめられていま

す。こちらは 2010 年にビッツバーグ大学アジ

ア研究センターの援助を受けて、図書館が購

入しました。 

 

 バリー･ローゼンスティール･ジャパニーズ･

プリント･コレクションは、ピッツ大 OB のロ

ーゼンスティール氏から寄贈頂いた 126 枚の

浮世絵のコレクションです。役者絵がコレク

ションの約半分 60 枚ほどを占めています。次

に多いのが『源氏五十四帖』で 12 枚あります。 

 

 この 2 つのデジタル･プロジェクトは図書館

貴重書室とデジタル･ライブラリーが共同で行

ったプロジェクトで、このようにデジタルの

精度はとても高く、拡大してもとても鮮明に

見ることが出来ます。しかしプロジェクトの

開始当時、私たち東アジア図書館は参加しな

かったので、デュプリケート･サーチをしっか

りせず、デジタル･コレクションの重複という

問題が後になってわかりました。月岡耕漁の

『能楽図会』も『狂言五十番』も、独立行政

法人日本芸術文化振興会が運営する文化デジ

タルライブラリーで、精度の高いデジタル資

料が公開されていました。ローゼンスティー

ル･コレクションでデジタル化した豊国や国芳

の役者絵、国貞の『源氏五十四帖』も早稲田

大学や立命館大学など複数のサイトで公開さ

れています。貴重な美術資料の収集は海外の

研究者のためにこれからも必要ですが、デジ

タル化作業が重複しないよう、日米の機関の

協力が求められます。 

 

 3 番目にご紹介したい本学の日本美術コレク

ションは 71 本の絵巻物の複製です。多くの国

宝や重要文化財の絵巻物を含むこの複製は

1910 年代から 1930 年代に制作されたもので、

『能楽図絵』の購入も援助してくれたヘレン･

クレイ･フリック氏が、1930 年代に寄贈して

くださったものです。それぞれの絵巻物はオ

ンライン･カタログには登録されているものの、

美術学部の教授方もアート･ライブラリアンも

全体像がつかめないでいました。そこでこの

ようにオリジナルの所蔵機関名や、e 国宝など

インターネットで公開されている画像のリン

クを加えたリストをグーグル･シートで作成し、

公開しています。 

 

 最後にご紹介したいのが、最近貴重書室で

発見された掛軸です。これはマシュー・リッ

ジウェイ将軍 (General Matthew B. 
Ridgway) からの寄贈品を整理していたとこ

ろ見つかったもので、『禁城松翠』と箱書き

され、「大正丙寅 (ひのえうま) 夏六月作栖

鳳」という署名と「霞中庵 (かちゅうあ

ん) 」という印章の入った縦 95 センチ、横

88 センチの大きな日本画の掛軸です。同名の

竹内栖鳳作の作品が、泉屋(せんおく)博古館

分館に所蔵されていますが、こちらは 1928 年

の作です。マシュー・リッジウェイ将軍とは、

ダグラス･マッカーサー将軍の後に、第 2 代連

合軍最高司令官として、1951 年 4 月から

1952 年 4 月の日本占領統治終了まで日本にい

た将軍で、退役後はピッツバーグのメロン産

業調査研究所の評議委員会会長を引き受けた

ことからビッツバーグ市郊外で晩年を過ごし、

1995 年に家族が遺品の一部をピッツバーグ大

学に寄贈して下さいました。この掛軸がリッ

ジウェイ将軍の所蔵になった経緯などが全く

分からず、真偽のほどもまだ分かりませんが、

日本画の海外流出の研究などとも絡めて今後

調べていきたいと思っています。もし情報を

お持ちの方がおりましたら、電子メール 

(hng2@pitt.edu) にてぜひご連絡ください。 

 

 ピッツバーグ大学では中世の日本美術史研

究家として有名なカレン・ガーハート教授の

研究室で、博士後期課程の学生たちが鎌倉時

代から江戸時代の様々な美術作品とその歴史

的、文化的、政治的背景を研究しています。
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最近の研究対象を挙げると、足利義教（よし

のり）将軍の室礼、石山寺縁起絵巻に描かれ

た儀式、刺繍仏と曼荼羅、浅井三姉妹の肖像

画など多岐に亘っています。今回の研修で多

くの博物館や研究機関がたくさんのデータベ

ースを公開していただいているのが分かりま

したが、まだ彼らの研究に必要な資料をオン

ラインのみで提供できるわけではありません。

今回、国立博物館や美術館、資料館に伺って

一級美術資料を見学させて頂けたこと、日本

屈指の美術関係機関の図書館員や情報専門家

の方々とネットワークを築けたことは大きな

成果です。この機会に得た成果を北米に持ち

帰り、またこの研修会で築いた日本と海外の

ネットワークをより強くして行きながら、ピ

ッツバーグ大学だけでなく北米の日本美術研

究者への支援をより一層行っていくことを皆

さんにお誓いして私の紹介を終わります。 
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